	高額介護サービス費　受領委任払の概要


１　高額介護サービス費の受領委任払制度とは･･･

　　高額介護サービス費は、利用者負担上限額を超えて支払った額が、あとから支給される制度です。しかし、２に掲げる条件すべてに合致する場合、受領委任払制度を利用することができます。

　　受領委任払制度では、利用者が自らの高額介護サービス費の申請および受領に関する権限を、介護保険施設に委任します。これにより利用者は、高額介護サービス費の利用者負担上限額を施設に支払い、不足する利用者負担額は、市から直接施設に支給します。

２　受領委任払制度の利用条件は･･･

　　以下のすべてに該当する方が、受領委任払制度を利用できます。

（１）　一つの介護保険施設を利用している

　　　　※１か月間に在宅サービスと施設サービスの両方を利用した場合や、複数の施設を利用した場合は、受領委任払制度は利用できません。

（２）　介護保険料に未納がなく、給付制限をうけていない

（３）　要介護（支援）認定を受けた人が、同じ世帯にいない

（４）　生活保護受給者でない

（５）　公費負担医療各法による公費負担を受けていない

（６）　給付の事由が第三者行為（交通事故等）でない

　　　　※非承認となった方は、高額介護サービス費は本人口座払いとなります。
３　高額介護サービス費の利用者負担上限額（１か月）＊食費・居住費・日常生活費は除く
	対　象　者
	利用者負担上限額

	課税所得690万円（1,160万円）以上
	140,100円（世帯）

	課税所得380万（年収約770万円）～課税所得690万円（1,160万円）未満
	93,000円 （世帯）

	市町村民税課税～課税所得380万円（年収約770万円）未満
	44,400円 （世帯）

	世帯の全員が市町村民税非課税
	24,600円 （世帯）

	前年の公的年金収入金額＋その他の合計所得金額の合計が80万円以下の方等
	24,600円 （世帯）

15,000円 （個人）

	生活保護を受給している方
	15,000円 （個人）


